
作
舳
と
し
て
意
味
を
持
つ
。

要
旨
本
稿
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
絵
本
武
勇
大
功
記
」
を
翻
刻
し
、
注
釈
と
解
題
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
刊
行
の
背
景
に
は
、

浄
瑠
璃
に
お
け
る
天
明
・
寛
政
年
間
の
太
閤
記
物
ブ
ー
ム
が
あ
る
。
毛
谷
村
六
助
が
加
藤
清
正
（
本
書
で
は
加
藤
正
清
）
に
仕
え
る
ま
で
の
事
情

を
描
く
本
書
巻
上
に
は
、
浄
瑠
璃
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
こ
と
を
描
く
本
書
巻

中
・
下
の
場
合
、
そ
の
直
接
的
な
典
拠
は
浄
瑠
璃
で
は
な
く
、
加
藤
清
正
の
一
代
記
で
あ
る
『
清
正
記
」
・
「
朝
鮮
太
平
記
」
等
の
朝
鮮
軍
記
物
の

諸
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
八
世
紀
初
期
ま
で
の
朝
鮮
軍
記
物
の
諸
作
品
は
軍
記
「
朝
鮮
太
平
記
』
・
「
朝
鮮
軍
記
大
全
」
に
集
大
成

さ
れ
、
絵
本
読
本
『
絵
本
朝
鮮
軍
記
」
・
同
『
絵
本
太
閤
記
」
（
第
六
・
七
篇
）
は
一
九
世
紀
の
朝
鮮
軍
記
物
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の

間
の
一
八
世
紀
中
・
後
期
に
著
さ
れ
た
朝
鮮
軍
記
物
の
数
は
少
な
い
。
本
書
は
、
朝
鮮
軍
記
物
に
お
け
る
一
八
世
紀
中
・
後
期
の
空
白
を
埋
め
る

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
絵
本
武
勇
大
功
記
』
翻
刻
と
解
題金

時
徳
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備
考
蔵
書
印

作
者

刊
記

序
文

紙
数
内
題
・
柱
題

装題
訂篭

表
紙

寸
法

所
蔵

｜
・
書
誌
情
報

国
立
国
会
図
書
館
刊
本
（
中
本
）
三
冊
請
求
番
号
二
二
’
三
○
四

紺
地
に
金
泥
で
霧
と
蜻
蛉
（
紺
色
に
金
色
）

表
紙
縦
一
三
・
四
ｍ
横
一
五
・
七
ｍ

匡
郭
縦
一
八
二
一
ｍ
横
一
三
・
一
ｍ

原
の
も
の
。
「
絵
本
武
勇
大
功
記
上
（
中
・
下
匡
（
刷
・
左
・
双
）

袋
綴
な
し
（
ノ
ド
丁
付
け
当
上
ノ
こ
か
ら
「
下
ノ
九
」
ま
で
）

二
九
丁
（
序
一
丁
・
広
告
一
丁
を
除
い
て
墨
印
五
四
面
）

な
し

半
丁
七
行
（
寛
政
二
庚
戊
年
孟
昏
）

寺
沢
昌
次
（
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
残
。
絵
師
。
大
坂
の
人
。
晩
年
、
木
挽
町
中
之
丁
に
住
む
。

以
上
、
「
国
書
人
名
辞
典
』
に
よ
る
）

「
河
内
屋
九
郎
八
」
（
墨
）
、
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
（
朱
）
、
「
購
求
・
明
治
三
三
・
三
・
三
こ
（
朱
）

「
福
寿
軒
絵
本
目
録
」
一
丁
。
上
方
の
害
騨
で
あ
る
福
寿
軒
・
菱
屋
治
兵
衛
の
絵
本
。
早
印
本
。
巻

上
の
裏
表
紙
メ
ク
リ
に
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
と
恩
し
き
墨
字
と
、
「
○
川
」
（
朱
）
。
『
日
本
古
典
籍
総
合
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「
絵
本
武
勇
大
功
記
」
の
「
大
功
」
と
は
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
に
お
い
て
豊
臣
秀
吉
の
官
職
名
「
太
閤
」
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
る
言

葉
で
あ
り
、
「
大
功
記
」
と
は
、
豊
臣
秀
吉
に
関
す
る
作
品
群
を
指
す
言
葉
「
太
閤
記
」
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
即
ち
、

本
書
は
演
劇
の
「
大
功
記
」
を
「
絵
本
」
化
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
題
名
か
ら
分
か
る
。
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る

け
や
む
ら
ろ
く
す
け
か
と
う
ま
さ
き
よ

た
い
こ
う
ひ
さ
よ
し

と
、
巻
上
に
は
、
毛
谷
村
六
助
が
加
藤
正
渭
（
加
藤
清
正
の
演
劇
に
お
け
る
名
前
）
に
仕
え
る
ま
で
の
事
情
と
、
大
功
久
吉
（
太
閤
豊

臣
秀
吉
の
演
劇
に
お
け
る
名
前
）
が
朝
鮮
侵
略
を
宣
言
し
て
か
ら
日
本
軍
の
渡
海
に
至
る
ま
で
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
毛
谷
村
六
助
に

ひ
こ
さ
ん
ど
ん
げ
ん
ち
か
い
の
す
け
だ
ち

関
す
る
部
分
は
、
浄
瑠
璃
『
彦
山
権
現
誉
助
劔
』
（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
一
○
月
初
演
）
の
内
容
に
類
似
す
る
が
、
細
部
で
は
違

二
．
解
題

目
録
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
り
本
書
の
現
存
状
態
を
確
認
す
る
と
、
『
国
書

総
目
録
」
に
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
本
稿
の
底
本
）
の
み
が
載
っ
て
お
り
、
国
文
学
研
究
資

料
館
の
調
査
に
よ
っ
て
蓬
左
文
庫
（
一
冊
）
・
住
吉
大
社
御
文
庫
（
一
冊
）
の
二
ヶ
所
の
所
蔵
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
蓬
左
文
庫
本
は
巻
下
の
み
、
住
吉
大
社
御
文
庫
本
は
実
物
を
未
確
認
な

が
ら
、
害
騨
が
山
城
屋
佐
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
因
み
に
、
『
国
書
総
目
録
』
で
は

本
書
の
刊
年
を
寛
政
元
年
と
し
て
い
る
。
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
に
は
「
武
勇
大
功
記

／
三
冊
／
作
者
／
寺
沢
昌
次
（
木
挽
町
中
之
丁
）
／
板
元
／
和
泉
屋
彦
兵
衛
（
備
後
町
四
丁
目
）
／

出
願
／
寛
政
元
年
十
月
」
と
あ
る
が
、
底
本
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
序
文
の
「
寛
政
二
庚
戊
年
孟

昏
」
の
み
で
あ
る
。
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き
だ
ま
ご
く
え

い
が
見
ら
れ
る
。
巻
中
・
下
に
は
朝
鮮
侵
略
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
主
な
登
場
人
物
は
、
貴
田
孫
兵
衛
に
改
名
し
た
毛
谷
村
六
助
、

き
む
ら
ま
た
ぞ
う
こ
と
、
７
ま
た
べ
え

木
村
又
蔵
、
後
藤
又
兵
衛
ら
で
あ
る
。
本
書
に
登
場
す
る
毛
谷
村
六
助
・
大
功
久
吉
・
加
藤
正
清
・
木
村
又
蔵
・
後
藤
又
兵
衛
ら
は
、

天
明
・
寛
政
年
間
に
盛
ん
に
上
演
さ
れ
た
、
浄
瑠
璃
の
太
閤
記
物
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、
本
書
刊
行
の
背
景
に
は
、
こ
の

よ
う
な
「
太
閤
記
物
」
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
松
崎
仁
氏
に
よ
る
と
、
太
閤
記
物
ブ
ー
ム
の
「
基
盤
に
は
大
坂
人
の
太
閤
び

い
き
の
感
情
が
あ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
の
成
果
と
し
て
実
録
本
「
太
閤
真
顕
記
」
十
二
編
三
百
六
十
巻
が
時
あ
た
か
も
天
明
年
間
に
成

（
１
）

立
し
た
。
（
中
略
）
天
明
期
は
太
閤
記
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
た
時
な
の
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
時
期
に
上
演
さ
れ
た
浄
瑠
璃
作
品
の

た
い
こ
う
え
ん
じ
よ
あ
わ
せ

う
ち
、
本
書
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
や
そ
の
後
編
に
当
た
る
『
大
功
艶
書
合
』
（
同
七
年
十
月
初
演
）
・

か
ら
や
ま
と
き
き
が
き
ぞ
う
し

『
韓
和
聞
書
帖
」
（
同
七
年
十
二
月
初
演
）
で
あ
る
。
こ
の
三
書
の
梗
概
を
先
行
研
究
か
ら
引
用
す
る
。
ヨ
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
で
は
、

「
武
術
力
量
兼
備
」
・
「
親
孝
行
者
」
の
毛
谷
村
六
助
像
に
焦
点
が
あ
り
、
許
嫁
の
お
園
に
助
太
刀
し
て
仇
討
ち
を
果
た
し
、
豐
臣
秀
吉

の
朝
鮮
侵
略
（
文
禄
・
慶
長
の
役
、
朝
鮮
で
は
壬
辰
倭
乱
と
命
名
す
る
）
に
加
わ
っ
た
と
結
尾
で
語
ら
れ
る
が
、
本
作
二
大
功
艶
書

合
筈
引
用
者
）
で
は
、
そ
の
後
日
が
展
開
さ
れ
、
「
大
功
艶
書
合
」
と
い
う
題
名
や
、
「
瀬
川
采
女
さ
ま
参
る
菊
よ
り
貴
田
孫
兵
衛

さ
ま
参
る
園
よ
り
」
と
あ
る
角
書
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
瀬
川
采
女
と
お
菊
、
貴
田
孫
兵
衛
と
お
園
・
朝
鮮
人
女
性
蘭
霧
な
ど
の
恋
物

（
２
）

語
、
及
び
晋
伯
と
玉
欄
女
夫
婦
の
物
語
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
」
。
ま
た
、
浄
瑠
璃
「
韓
和
聞
書
帖
」
は
ヨ
大
功
艶
書
合
」
（
九
段

（
３
）

構
成
）
の
評
判
に
追
随
し
た
朝
鮮
攻
め
物
で
あ
る
。
貴
田
孫
兵
衛
が
主
に
活
躍
す
る
の
は
、
六
段
目
「
蔚
山
篭
城
の
場
」
で
あ
る
」
。

三
書
の
内
容
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
本
書
と
対
応
し
て
み
る
と
、
浄
瑠
璃
『
彦
山
権
現
誓
助
劔
』
は
本
書
の
巻
上
に
、

浄
瑠
璃
『
大
功
艶
書
合
」
・
同
『
韓
和
聞
書
帖
」
は
巻
中
・
下
に
当
た
る
。
し
か
し
、
本
文
に
施
し
た
諸
注
釈
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

と
よ
と
み
ち
ん
ぜ
い
ぐ
ん
き

る
よ
う
に
、
本
書
巻
上
と
浄
瑠
璃
『
彦
山
権
現
誓
助
劔
』
・
実
録
『
豊
臣
鎮
西
軍
記
』
（
書
写
年
代
未
詳
）
の
間
に
は
多
く
の
共
通
点
が

認
め
ら
れ
る
が
、
豐
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
こ
と
を
描
い
た
本
書
巻
中
・
下
と
「
大
功
艶
書
合
」
・
『
韓
和
聞
書
帖
」
と
は
殆
ど
対
応
し
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（
５
）

品
と
し
て
意
味
を
持
つ
。

し
ん
は
く

な
い
。
例
え
ば
、
本
書
巻
中
に
登
場
す
る
晋
伯
と
浄
瑠
璃
『
大
功
艶
書
合
』
の
晋
伯
と
の
間
に
は
あ
ま
り
共
通
性
が
な
い
。
ま
た
、
本

を
ら
ん
か
い

そ
の

書
巻
中
に
は
加
藤
正
清
の
女
直
攻
め
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
浄
瑠
璃
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
お
園
の
姿
は
そ
こ
に
な
い
。
で
は
、

本
書
巻
中
の
女
直
合
戦
護
は
ど
の
よ
う
な
作
品
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
候
補
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
こ
と
を

描
い
た
「
朝
鮮
軍
記
物
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
に
立
項
）
で
あ
る
。
「
朝
鮮
軍
記
物
」
の
諸
作
品
は
、
戦
争
直
後
か
ら
著
さ
れ

始
め
、
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
刊
行
の
軍
記
「
朝
鮮
軍
記
大
全
」
・
同
『
朝
鮮
太
平
記
」
を
以
て
集
大
成
さ
れ
た
。
両
作
品
を
朝
鮮

軍
記
物
の
集
大
成
と
称
す
る
理
由
は
、
こ
の
戦
争
の
こ
と
を
描
い
た
、
日
本
・
中
国
（
明
王
朝
）
・
韓
国
（
朝
鮮
王
朝
）
で
著
さ
れ
た

諸
作
品
が
二
作
品
に
収
敏
さ
れ
、
ま
た
、
二
作
品
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
内
容
は
、
大
き
な
変
化
を
見
せ
ず
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た

き
よ
ま
さ
き

ぞ
く
せ
ん
き
よ
ま
さ
き

か
ら
で
あ
る
。
本
書
に
関
し
て
い
え
ば
、
巻
中
の
女
直
合
戦
證
は
、
軍
記
『
清
正
記
』
（
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
刊
）
・
「
続
撰
清
正
記
」

（
４
）

（
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
）
な
ど
の
、
加
藤
清
正
の
一
代
記
的
な
諸
作
品
や
軍
記
『
朝
鮮
太
平
記
』
の
そ
れ
に
類
似
す
る
。
こ
れ

は
、
本
書
巻
中
・
下
の
全
体
に
関
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
刊
行
は
、
浄
瑠
璃
に
お
け
る
天
明
・
寛
政
年
間
の
太
閤
記

物
ブ
ー
ム
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
軍
記
『
朝
鮮
太
平
記
」
・
同
「
朝
鮮
軍
記
大
全
」
な
ど
の
朝
鮮
軍
記

物
の
そ
れ
に
近
い
。
一
八
世
紀
初
期
ま
で
の
朝
鮮
軍
記
物
の
諸
作
品
は
『
朝
鮮
太
平
記
」
・
『
朝
鮮
軍
記
大
全
」
に
集
大
成
さ
れ
、
絵
本

読
本
『
絵
本
朝
鮮
軍
記
』
（
寛
政
一
二
年
（
一
八
○
○
）
刊
）
・
同
「
絵
本
太
閤
記
」
第
六
・
七
篇
（
享
和
元
（
一
八
○
二
・
同
二
年

（
一
八
○
三
刊
）
は
一
九
世
紀
の
朝
鮮
軍
記
物
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
間
の
一
八
世
紀
中
・
後
期
に
著
さ
れ

た
朝
鮮
軍
記
物
の
数
は
少
な
い
。
そ
ん
な
な
か
に
お
い
て
本
書
は
、
朝
鮮
軍
記
物
に
お
け
る
一
八
世
紀
中
・
後
期
の
空
白
を
埋
め
る
作
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青
燈
下

け
や
む
ら
ひ
い
で
か
う
し
ん
と
く

ひ
こ
さ
ん
こ
ん
げ
ん
か
み
め
う
が
い
ち
じ
る
し
き
と
う
ま
さ
き
よ
く
ん
し
や
う
え
ら
か
ん
こ
く
ぐ
ん
ち
う

毛
谷
村
六
介
秀
し
は
孝
心
の
徳
に
よ
り
彦
山
権
現
の
神
の
冥
加
の
著
明
加
藤
正
清
の
軍
将
に
撰
は
れ
韓
国
の
軍
忠
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が

ち
う
し
ん

か
う
し
も
ん

こ
と
ぱ
か
な
い
ま

ひ
じ
り
き
み
み
よ
し
ろ
し
め
す
た
い
へ
い
お
ん

た
し
忠
臣
は
か
な
ら
ず
孝
子
の
門
に
も
と
む
と
い
へ
る
む
く
も
富
け
る
言
葉
哉
今
や
お
、
け
な
く
も
聖
の
君
の
統
御
太
平
の
御
い

し
か
い
あ
ま
れ
お
り

か
う
み
や
う
か
ず
ノ
、
じ
ど
う
い
さ
、
か
つ
ち
く
れ
う
か
つ

つ
く
し
み
四
海
に
普
き
折
か
ら
六
助
が
高
名
の
数
々
を
う
つ
し
て
児
童
の
も
て
遊
び
と
な
せ
る
も
珈
壌
を
鑿
て
う
た
ひ
し
い
に
し

寛
政
二
庚
戊
年
孟
昏

序
翻
刻
の
方
針
は
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
清
濁
・
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
ロ
は
巻
の
上
・
中
・
下
、
（
）
は
丁
数

を
表
す
。

な
ら
は

へ
に
倣
ん
か
も

【
巻
上
］

（
一
オ
・
一
ウ
）

【
字
釈
】
○
彦
山
権
現
”
彦
山
・
英
彦
山
は
「
福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
と
大
分
県
下
毛
郡
小
国
町
と
の
境
に
あ
る
山
。
標
高
三

九
メ
ー
ト
ル
。
中
岳
、
北
岳
、
南
岳
の
三
つ
の
峰
か
ら
成
っ
て
い
る
。
中
岳
の
頂
上
を
上
宮
と
い
い
、
英
彦
山
神
宮
が
あ
る
。
主

あ
ま
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

祭
神
は
、
天
忍
穂
耳
命
。
平
安
初
期
ま
で
は
「
日
子
山
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
に
よ
り
「
彦
山
」
、
さ
ら
に
江

一
一
一
●

翻
刻
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（
ニ
ウ
・
三
オ
）

よ
し
を
か
い
ち
み
さ
い
こ
け

け
や

け
ん
じ
ゆ
つ
し
な
ん

た
つ
ね
ゆ
き

た
ち

吉
岡
一
味
斎
が
後
家
お
か
う
三
人
の
む
す
め
を
つ
れ
毛
谷
村
六
介
が
靱
術
の
指
南
せ
し
を
尋
行
か
た
き
討
の
す
け
太
刀
を
頼
み
て
東
ご

（
ニ
オ
）

い
じ
ん

へ
い
ほ
う
い
ち
く
は
ん

を
、
つ
ぎ
き
は

こ
れ
か
う
ら
め
う
じ
ん
し
ん
り
き

毛
谷
村
六
介
は
彦
山
の
ふ
も
と
に
て
異
人
に
あ
ひ
て
兵
法
の
一
巻
を
さ
づ
か
り
奥
義
を
極
め
し
は
是
高
良
明
神
の
神
力
な
り

【
字
釈
］
○
兵
法
の
一
巻
豊
彦
山
権
現
誓
助
劔
』
第
二
段
「
我
は
高
良
の
神
の
使
此
一
巻
は
汝
が
好
け
る
剣
術
奥
義
を
記
せ
し

（
６
）

秘
巻
、
只
今
授
与
ふ
る
間
家
に
帰
っ
て
開
き
見
よ
、
四
海
を
撫
づ
る
剣
の
威
徳
、
皆
其
中
に
有
る
べ
し
」
。
「
豊
臣
鎮
西
軍
記
」
巻

一
「
先
祖
の
由
緒
を
知
ら
ん
と
な
ら
ば
、
今
宵
宿
所
に
帰
り
、
汝
が
家
の
東
北
の
隅
を
掘
っ
て
見
よ
、
大
き
な
る
石
あ
る
べ
し
、

其
石
を
取
退
れ
ば
櫃
あ
り
、
其
中
に
黒
塗
の
箱
有
ら
ん
、
夫
れ
こ
そ
汝
が
家
の
系
図
な
り
（
中
略
）
其
中
に
系
図
の
巻
物
と
覚
し

き
一
巻
あ
り
（
中
略
）
今
夜
を
始
め
し
て
三
七
日
の
間
夜
毎
に
此
所
へ
来
る
べ
し
、
剣
術
、
力
量
、
其
の
ほ
か
、
兵
法
の
深
秘
を

（
７
）

授
け
得
さ
す
べ
し
」
。
○
高
良
明
神
昌
高
良
明
神
Ⅱ
高
良
大
社
。
筑
後
国
三
井
郡
。
現
福
岡
県
久
留
米
市
御
井
町
。
主
祭
神
の

こ
う
ら
た
ま
だ
れ
の
み
こ
と

（
８
）

高
良
玉
垂
命
は
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
を
援
助
し
た
功
で
ま
つ
ら
れ
た
も
の
」
。

よ
し
お
か
い
ち
み
さ
い

【
解
説
】
図
版
①
。
『
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
第
二
段
に
当
た
る
場
面
。
し
か
し
、
高
良
明
神
は
吉
岡
一
味
斎
の
変
身
で
あ
る
、
と

の
設
定
は
、
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。

戸
時
代
に
は
霊
元
法
皇
か
ら
英
の
尊
号
を
受
け
、
以
来
「
英
彦
山
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
亀
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
）
。

○
加
藤
正
清
卵
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
に
お
け
る
加
藤
清
正
の
名
。
○
お
、
け
な
く
も
皿
恐
れ
多
く
も
。
○
壌
を
鑿
て
う
た
ひ
し
い

こ
ふ
く
げ
き
じ
よ
う

に
し
へ
”
い
わ
ゆ
る
「
鼓
腹
撃
壌
」
の
故
事
を
指
す
。
○
寛
政
二
年
二
七
九
○
年
。
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国立|玉I会図書館蔵「絵本武勇大功記」翻刻と解題

図
版
⑩

辱壼内冠庁阿屋貢広諏

卓
、
『
‐
４
Ｊ

I

一一

夛
數畢_,錘鰯 ＆坐

た
く
み
ゆ
く
ゑ
き
ひ
つ
い
ほ
ん
も
う

ぐ
内
匠
が
行
衛
を
聞
て
終
に
本
望
を
と
げ
た
り
け
り

〔
字
釈
］
○
お
か
う
二
人
の
む
す
め
》
お
幸
と
、
娘
の
お
園
．

き
ょ
う
ご
く
た
く
み

お
菊
を
指
す
。
○
東
ご
く
内
匠
二
足
極
内
匠
。
「
彦
山
権
現

（
９
）

誓
助
劔
」
初
演
番
付
に
「
束
極
内
匠
」
と
る
。

一
解
説
一
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
』
第
九
・
十
段
に
当
た
る
場
面
。

（
三
ウ
・
四
オ
）

け
や

た
い
こ
う
ご
ぜ
ん
わ
れ
も
の

毛
谷
村
六
介
は
大
功
の
御
前
に
て
す
も
ふ
を
と
り
我
に
か
ち
し
者

た
の
ま
し
よ
だ
い
め
う

ご
よ
う
ぼ
く

を
主
人
に
頼
ん
と
諸
大
名
の
か
鷺
へ
の
力
者
御
用
木
又
は
い
た
ち

す
も
ふ

つ
き
か
た
う
ま
さ
き
よ
け
ら
い

川
な
ん
ど
い
ふ
角
力
と
り
を
な
げ
次
に
加
藤
正
情
が
家
来
に
ま
け

し
ん

き
だ

む
ね
は
る
な
ぶ
ゆ
う

て
加
藤
が
臣
と
な
り
貴
田
孫
兵
衛
宗
春
と
名
の
り
武
勇
を
あ
ら
は

せ
し
な
り〔

字
釈
一
○
大
功
言
太
閤
」
豐
臣
秀
吉
。
○
御
用
木
“
未

‐
詳
。
○
い
た
ち
川
急
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
初
演
番
付
に
も

見
ら
れ
る
。
○
貴
田
孫
兵
衛
宗
春
言
豊
臣
鎮
西
軍
記
」
で

は
「
貴
田
孫
兵
衛
統
治
」
。

－ウ1ワー
全工I

く
１
掴
〆
瀦
上
観
識
や
総
″
月
ｆ

Ｉ
１
Ｉ
、
今
師
一
の
努
４
〕
わ
む
や
Ｌ

ぅ
ｊ
１
Ｊ
ｒ
ｊ
や
１
Ｊ

洩
移
脇
小
篭
呪
謝
１
Ｊ
《
雫
齋
舟
腿

謬
典
ｆ
別
γ
＃
児
童
？
今
；
物
砿
ぞ
ふ
毛

呼
稀
潟
麿
轆
ｌ
ｊ
ｆ
坪
１
節
上

即
し
侭
ぺ
う
１
、
詞
零
懲
〃

葡
墓
次
脚
＃
イ
典
許
町
圭
０
畷
↑



（
六
ウ
・
セ
オ
）

た
い
こ
う
ひ
さ
よ
し
こ
う
か
た
う
ま
さ
き
よ
め
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
や
う
は
た

て
う

せ
ん
ぢ
ん

大
功
久
吉
公
加
藤
正
清
に
妙
法
蓮
華
経
の
籏
を
あ
た
へ
朝
せ
ん
せ
い
ば
つ
の
先
陣
を
ゆ
る
し
た
ま
ふ

（
叩
）

【
解
説
］
『
清
正
記
』
巻
二
「
加
藤
に
は
高
麗
国
に
て
の
制
札
並
軍
害
一
巻
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
御
旗
を
下
し
玉
ふ
」
。
『
朝
鮮

き
た

い
ち
み
き
い
ど
け
む
す
め
ち
か
ら
な
つ
か
た
き
と
う

、
り
た

あ
ね

レ
ー
込
当
ご

喜
田
孫
兵
衛
一
味
斎
が
後
家
娘
が
力
と
成
て
敵
東
ご
く
た
く
み
を
討
し
て
の
ち
姉
お
そ
の
を
十
木
伝
五
右
エ
門
と
ふ
う
ふ
二
な
し
お

つ
ま

ち
ぎ

き
く
を
妻
と
し
て
な
が
く
契
り
を
む
す
び
し
と
な
り

と
ど
ろ
き
で
ん
ご
え
も
ん

【
字
釈
】
○
お
そ
の
”
お
園
。
吉
岡
一
味
斎
と
お
幸
の
長
女
。
○
十
木
伝
五
右
ヱ
門
芸
彦
山
権
現
薑
助
劔
』
で
は
「
轟
伝
五
右
衛
門
」
。

『
豊
臣
鎮
西
軍
記
」
で
は
「
十
時
伝
右
衛
門
」
。
○
お
き
く
卵
お
菊
。
吉
岡
一
味
斎
と
お
幸
の
次
女
。

【
解
説
】
『
彦
山
権
現
薑
助
劔
』
第
二
段
に
当
た
る
場
面
・
本
書
で
は
こ
の
段
を
以
て
『
彦
山
権
現
誓
助
劔
』
に
近
い
内
容
が

終
わ
り
、
「
朝
鮮
軍
記
物
」
に
近
い
記
事
が
始
ま
る
。
こ
の
段
以
降
、
毛
谷
村
六
介
（
改
名
し
て
貴
田
孫
兵
衛
・
木
田
孫
兵
衛
等

と
呼
ば
れ
る
）
の
登
場
は
少
な
く
な
り
、
木
村
又
蔵
・
後
藤
又
兵
衛
な
ど
、
朝
鮮
軍
記
物
に
お
け
る
伝
統
的
な
人
気
者
た
ち
の
活

た
い
こ
う

き
よ
み
づ
て
ら
い
こ
ぞ
、

》
」
も
ン
』

め
し

大
功
ひ
さ
よ
し
公
清
水
寺
に
て
異
国
せ
め
の
事
を
お
ぼ
し
召
た
ち
給
ふ

【
解
説
］
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
一
・
『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
三
に
当
た
る
記
事
。

（
五
ウ
・
六
オ
）

（
四
ウ
・
五
オ
）

太
平
記
』
巻
四
も
同
じ
。

躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
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題
（
八
ウ
・
九
オ
）

棚
・
雌
岬
瀧
感
焔
州
に
て
椎
叫
た
ふ
砿
が
織
れ
る
蝋
を
せ
め
け
れ
ど
も
つ
よ
く
ふ
せ
ぎ
て
せ
め
あ
ぐ
み
け
れ
ば
だ
ん
正
城
よ
り
討
て
出
行
長

じ
や
う
し
ろ
う
ち
い
て
ゆ
き
な
が

刻
を
っ
か
と
う
ま
さ
き
よ
こ
れ
き
、
う
し
ろ
ま
は
か
し
ん

き
だ

い
心
だ
い
の
う
へ
い
は
か
ど

翻
を
追
ち
ら
し
け
れ
ば
加
藤
正
清
是
を
聞
後
へ
廻
り
家
臣
木
村
又
蔵
貴
田
孫
兵
衛
飯
田
井
上
な
ど
の
人
々
人
ぱ
し
ご
を
く
み
て
岩
角
を
つ

ｊ

な
る
い
は
や
ま

つ
い
し
ろ

と
り

猟
た
ひ
け
ん
そ
成
岩
山
を
の
ぼ
り
て
終
に
城
を
の
つ
取
け
る
と
な
り

大

【
字
釈
】
○
木
村
又
蔵
恥
毛
谷
村
六
介
と
と
も
に
、
加
藤
清
正
の
家
臣
と
し
て
有
名
な
武
将
。
加
藤
清
正
の
一
代
記
で
あ
る
『
清

勇武本

正
記
』
の
作
者
と
さ
れ
る
。
○
木
山
た
ん
正
”
木
山
弾
正
。
『
清
正
記
』
巻
二
「
志
岐
の
城
為
後
詰
天
草
伊
豆
守
両
所
よ
り
木
山

絵－

弾
正
と
云
者
を
頭
と
し
て
（
中
略
）
木
山
弾
正
は
天
草
を
出
し
時
一
戦
せ
す
ん
は
帰
陣
す
ま
し
き
と
誓
文
を
立
し
事
を
む
ね
に
お

蔵館書

さ
め
是
非
主
計
頭
と
一
戦
と
定
め
清
正
の
陣
所
の
上
山
に
陣
を
取
清
正
行
長
へ
使
者
を
以
被
申
し
は
弾
正
は
我
と
一
戦
を
定
で
た

図
（
、
）

い
い
だ
か
ノ
ミ
く
え
い
の
う
え
か
ん
べ
え

会
る
躰
也
」
。
○
け
ん
そ
皿
険
阻
。
○
飯
田
井
上
”
加
藤
清
正
の
家
臣
で
あ
る
飯
田
角
兵
衛
と
井
上
勘
兵
衛
。

国一里

【
解
説
｝
こ
こ
に
描
か
れ
た
戦
い
は
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
の
出
来
事
で
、
朝
鮮
侵
略
以
前
の
時
期
に
属
す
る
。

国

く
か
ん
げ
ん
を
申
上
け
る
と
な
り

ふ
く
し
ま
さ
こ
ん

ご
ぜ
ん
き
よ
ま
さ
こ
に
し
け
ら
い
か
こ
う
ち
し
わ
ざ
は
な
は
だ

福
嶋
左
近
は
久
吉
公
の
御
前
に
て
申
上
け
る
は
正
清
が
小
西
の
家
来
を
加
古
川
に
て
討
し
事
は
小
西
が
所
為
甚
あ
し
き
ゆ
へ
な
り
こ

つ
ね
き
み

う
ち

だ

こ
と
ば
も
ち

い
こ

れ
は
常
八
、
君
御
て
う
あ
ひ
の
氏
き
つ
ね
き
し
田
の
ほ
た
る
な
と
の
言
を
用
ひ
給
ふ
が
ゆ
へ
な
り
己
後
御
つ
、
し
み
あ
る
へ
し
と
つ
よ

（
セ
ウ
・
八
オ
）

ふ
く
し
ま
さ
こ
ん

き
よ
ま
さ
ま
さ
き
ょ

き
よ
ま
さ

【
字
釈
一
○
正
清
昌
正
清
」
を
間
違
っ
て
「
正
清
」
と
刻
ん
だ
。

【
解
説
】
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
は
未
詳
。
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図
版
動

丙…頚理

｜

（
九
ウ
・
十
オ
）

ま
さ
き
よ
、
７
た

せ
う
せ
い

木
山
だ
ん
正
加
藤
正
情
を
討
ん
と
山
へ
せ
め
の
ぼ
り
正
渭
の
小
勢

う
た

た
に

を
ひ
つ
つ
、
み
討
ん
と
す
正
清
は
だ
ん
正
と
く
み
あ
ひ
て
谷
そ
こ

す
い
ち
う
と
び
い
り

し
ん
き
だ

の
水
中
に
飛
入
け
る
加
藤
が
臣
貴
田
孫
兵
衛
木
村
又
蔵
な
ど
の

ゆ
、
つ
し

・
ヤ
う
す

す
い
ち
う
あ
ら
は
い
は

勇
士
山
上
よ
り
様
子
を
う
か
が
ふ
に
だ
ん
正
水
中
よ
り
顕
れ
岩
の

い
シ
ご

い
と
こ
ろ
ま
さ
き
よ
や
が

い
で
た
ん
た
う
し
ゆ
り
け
ん

上
に
て
息
を
つ
ぎ
居
る
所
を
正
清
頓
て
を
ど
り
出
短
刀
を
手
裏
籾

、
う
子
つ
つ
い

、
う
ち
と
り

に
討
終
に
だ
ん
正
を
討
取
け
る

｛
解
説
〕
図
版
②
。
底
本
に
は
、
絵
本
と
見
ら
れ
る
作
品
の

残
欠
半
丁
分
が
挟
ま
っ
て
お
り
、
「
た
く
み
か
け
う
ち
け
れ
は

か
く
は
ん
は
そ
の
ま
蚤
む
な
し
く
成
け
る
」
と
の
文
章
が
書

か
れ
て
い
る
（
図
版
③
）
。
残
欠
の
絵
柄
は
、
本
書
巻
上
の

十
オ
上
段
の
絵
柄
に
類
似
し
て
い
る
。
「
か
く
は
ん
」
は
、

よ
し
つ
れ
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

浄
瑠
璃
「
義
経
千
本
桜
』
等
に
登
場
す
る
覚
範
を
指
す
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
残
欠
で
は
「
か
く
は
ん
」
が
崖
に
落
ち

て
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
義
経
千
本
桜
」
「
第
五

吉
野
山
の
段
」
で
は
、
覚
範
が
義
経
に
首
を
討
た
れ
る
設
定

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
面
と
は
異
な
る
。
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国立国会図書館蔵「絵本武勇大功記』翻刻と解題

図
版
③

鑑

轍

電瀞

蝿
錘

（
十
ウ
）

け
や
む
ら

き
だ

て
う

へ
う
せ
ん

毛
谷
村
六
介
は
貴
田
孫
兵
衛
と
成
り
朝
せ
ん
せ
い
ば
つ
の
兵
船
に

ほ

た
つ

ほ
つ
な
ひ
き
た
て

て
人
々
帆
ば
し
ら
を
立
る
を
見
て
孫
兵
衛
壱
人
に
て
帆
綱
を
引
立

一
ま
こ
と
ぶ
さ
う

け
る
又
二
百
五
十
貫
目
の
大
い
か
り
を
ひ
き
上
け
る
誠
に
無
双
の

り
き

大
力
な
り

か
と
う
か
ず
へ
の
か
み
ま
さ
き
よ

ち
や
く
が
ん

て
う
せ
ん
こ
く

加
藤
主
計
頭
正
清
は
っ
し
ま
に
着
岸
し
て
は
る
か
に
朝
鮮
国
の

は
ち
だ
う
う
か
ぎ
ぐ
ん
ぜ
い
て
は
づ
き
だ

八
道
を
伺
ひ
軍
勢
手
筈
を
定
む

【
字
釈
］
○
手
筈
芸
あ
る
事
を
行
う
の
に
、
ま
え
も
っ
て

決
め
て
お
く
一
定
の
順
序
。
ま
た
、
ま
え
も
っ
て
し
て
お
く

準
備
」
含
日
国
』
）
・

【
解
説
一
図
版
④
。
こ
の
段
に
は
、
加
藤
正
清
が
対
馬
で
朝

鮮
侵
略
の
戦
略
を
練
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
、

侵
略
の
基
本
計
画
は
、
名
護
屋
に
在
陣
し
て
い
た
豊
臣
秀
吉

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

｛
巻
中
］

（
一
オ
）
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図
版
⑳

（
一
ウ
・
ニ
オ
）

ま
さ
き
よ
し
ん
じ
う
Ｌ
ろ

そ
の
よ
う
が
い

じ
ゃ
う
ぐ
は
い
ば
ん
じ
ゃ
く

正
清
晋
州
の
城
に
お
し
よ
せ
其
要
害
を
見
る
に
城
外
磐
石
を

く
つ
き
よ
く
を
、

へ
き
け
は
し
こ
、

つ
ら
ね
て
屈
曲
多
く
さ
な
が
ら
壁
を
立
た
る
ご
と
く
険
し
愛
に
お

う
し
な
ま
か
は
も
っ
て
か
め
か
う

つ
く
そ
の
う
ち
あ
し
が
る

ひ
て
牛
の
生
皮
を
以
亀
の
甲
と
い
ふ
物
を
作
り
其
中
足
軽
十
五
人

い
し
か
き
す
み
い
し

ば
ん
い
、
た
か
く
つ
ず
い

を
入
て
石
垣
の
角
石
を
ぬ
か
し
め
け
れ
ば
一
番
飯
田
覚
兵
へ
続
て

し
よ
せ
い

つ
い

じ
ゃ
う

潴
勢
こ
み
入
終
に
ら
く
城
す
是
爪
滴
の
は
か
り
こ
と
な
り

じ
ゃ
う
し
ゆ
じ
よ
れ
い
げ
ん

、
７
た

《
ニ
オ
の
下
段
〉
城
主
徐
礼
元
服
柵
に
討
る
、

｛
字
釈
一
○
牛
の
生
皮
を
以
亀
の
甲
と
い
ふ
物
を
作
り
叩

『
清
正
記
』
巻
二
「
数
百
疋
の
牛
を
毛
を
内
に
な
し
亀
の
甲

を
作
ら
せ
其
内
に
足
軽
を
入
、
由
を
振
廻
に
よ
っ
て
火
矢
も

あ
た
ら
す
石
垣
の
す
み
の
大
石
を
は
ね
は
つ
し
七
八
間
崩
れ

（
．
辺
）

た
り
」
。
『
朝
鮮
太
平
記
」
巻
一
四
も
同
じ
。
「
朝
鮮
軍
記
大

（
旧
）

全
』
巻
二
三
で
は
「
鞘
淵
耶
」
。
○
一
番
飯
川
覚
兵
へ
》

き
よ
ま
さ
ぎ
よ
う
じ
よ
う
き

「
清
正
行
状
・
奇
」
に
は
、
「
一
番
森
本
儀
太
夫
一
久
乗
上

ル
。
向
膝
ヲ
鉄
炮
ニ
テ
打
七
流
落
」
し
た
後
に
、
後
藤
又
兵

衛
・
堀
久
七
が
乗
り
、
飯
川
角
兵
衛
は
．
番
首
ヲ
取
テ
。

（
魁
）

甲
斐
守
二
見
セ
。
一
番
乗
一
番
首
ト
言
ヲ
放
シ
」
。
○
徐
礼

元
》
第
二
次
晋
州
城
の
戦
い
の
際
、
晋
州
城
の
牧
使
。
「
牧
使
一

、
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国立国会図書館蔵『絵本武勇大功記」翻刻と解題

図
版
⑤

蕊

灘易い萱 炉
篭

（
ニ
ウ
・
三
オ
）

こ
に
し
ゆ
き
な
が
け
ら
い

こ
ぐ
み
ん
か
ら
ん
に
ふ
ざ
い
ほ
う
ぬ
の
も
め
ん

小
西
行
長
が
家
来
て
う
せ
ん
国
の
民
家
に
乱
入
し
財
宝
布
木
綿
な

あ
る
ひ

を
ん
な
つ
れ

ぢ
ん
ち
う

ど
を
う
ば
ひ
或
は
み
め
よ
き
女
を
連
か
へ
り
陣
中
に
て
な
ぐ
ざ
ま

ひ
っ
た
て
ゆ
く
と
ち
う
か
と
う

な
ん
じ
ら

ん
と
引
立
行
途
中
に
て
加
藤
正
清
是
を
見
て
大
に
い
か
り
汝
等

ぢ
ん
れ
い
し

と
う
ぞ
く
ど
う
ぜ
ん
し
わ
ざ
ふ
と
ず
き

陣
例
を
知
ら
ざ
る
や
盗
賊
同
前
の
所
為
不
届
な
り
と
て
か
す
め
と

た
か
ら

を
ん
な

な
は
め

ま
さ
き
よ
こ
れ

り
し
財
を
か
へ
し
女
を
も
こ
と
か
、
く
縄
目
を
ゆ
る
し
正
清
是
を

ゆ
る
め
ん
し
よ
わ
た
か
へ

い
こ
く
き
せ
ん

か
ん

赦
す
と
免
書
を
渡
し
帰
さ
れ
け
る
異
国
の
貴
賎
よ
ろ
こ
び
感
じ
あ

へ
、
リ

と
は
、
朝
鮮
時
代
に
二
十
カ
所
置
か
れ
た
「
牧
」
の
行
政
・

軍
事
を
管
轄
し
た
官
吏
で
あ
る
。
「
木
曽
判
官
」
の
モ
デ
ル

（
応
）

で
も
あ
る
。

【
解
説
］
図
版
⑤
。
特
に
加
藤
清
正
系
統
の
朝
鮮
軍
記
物
に

キ
ム
、
ン
ミ
ン

お
い
て
は
、
金
時
敏
が
牧
使
で
あ
っ
た
際
に
起
こ
っ
た
第
一

次
晋
州
城
合
戦
（
文
禄
元
．
一
五
九
三
と
、
徐
礼
元
が
牧

使
で
あ
っ
た
際
に
起
こ
っ
た
第
二
次
晋
州
城
合
戦
（
文
禄
二
・

一
五
九
三
）
と
が
混
同
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
本
書
は
、
第

一
次
晋
州
城
合
戦
に
は
触
れ
な
い
。
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図
版
⑥

聯

（
三
ウ
・
四
オ
）

４

か
と
う
き
ょ
ま
さ
た
い
み
ん
た
い
ぐ
ん
す
ど
た
ゞ
か
う
ち

２

加
藤
正
清
て
う
せ
ん
大
明
の
大
軍
と
数
度
の
戦
ひ
に
討
か
ち
か
う
老

と
う
じ
ん

ぢ
ん
ち
う
め
し

さ
ん
の
唐
人
ど
も
を
げ
ん
ぶ
く
さ
せ
陣
中
に
て
召
つ
か
ひ
あ
は
れ

そ
の
き
て
う

き
ん
か
、

ほ
ん
ご
く

み
其
の
ち
帰
朝
の
み
ぎ
り
は
金
銀
を
あ
た
へ
本
国
へ
ゆ
る
し
か
へ

ち
じ
ん
ゆ
う
た
い
し
ゃ
う

そ
ん
け
う

さ
る
、
智
仁
勇
の
大
将
な
り
と
て
今
の
世
ま
で
も
尊
敬
し
け
り

【
解
説
］
図
版
⑥
。
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
『
国
姓
爺
合

戦
」
以
来
の
趣
向
に
同
じ
。
こ
の
箇
所
に
合
致
す
る
内
容
は
、

朝
鮮
軍
記
物
の
諸
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
。
も
し
く
は
、
戦

後
、
島
津
家
が
中
国
人
捕
虜
を
送
還
し
た
こ
と
を
意
識
し
て

い
る
か
。

【
解
説
】
『
清
正
記
』
巻
二
「
小
西
一
手
の
衆
乱
妨
を
い
た

し
布
も
め
ん
の
類
を
大
分
取
牛
馬
に
つ
け
来
る
に
付
て
路
次

の
は
か
ゆ
か
ず
清
正
行
長
に
対
面
し
被
申
け
る
は
都
へ
上
着

に
お
ゐ
て
は
巻
物
の
類
み
ち
ノ
ー
た
る
べ
し
か
様
の
も
の
は

何
の
役
に
立
へ
き
ぞ
差
に
て
令
放
火
身
を
か
る
く
せ
て
は
如

何
と
被
申
け
れ
ば
行
長
尤
と
同
し
て
乱
妨
の
物
と
も
悉
放
捨

〈
略
）

す
」
。
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
六
所
収
の
記
事
も
同
じ
。
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国立国会図書館蔵「絵本武勇大功記」翻刻と解題

図
版
⑦

灘

（
五
ウ
・
六
オ
）

け
い
し
う
こ
と
う
し
ん
は
く

い

に
つ
ほ
ん
せ
い
き
た
き
、

慶
州
の
古
都
に
晋
伯
ま
も
り
居
け
る
が
日
本
勢
せ
め
来
る
と
聞

し
ろ

に
げ

じ
ゃ
う
ち
う

大
二
お
そ
れ
お
と
ろ
き
城
を
す
て
、
通
さ
り
け
る
正
清
城
中
に
入

な
に
は
か
り
こ
と
し
ょ
く
も
つ
あ
ま
た

ら
う
ど
う

う
か
守
ひ
け
れ
ど
も
何
の
計
も
な
く
食
物
数
多
あ
る
を
郎
等

す
て
く
ら
は

土
手
觜
）
ン
墨
｝
ト
ふ

じ
や
う
な
い
う
を
と
り
い
き
も
の

既
二
喰
ん
と
せ
し
を
正
清
せ
い
し
と
ず
め
城
内
魚
烏
生
類
に
た
め

ど
く
し
こ
み

し
み
れ
ば
は
た
し
て
毒
を
仕
込
お
き
た
り

（
四
ウ
・
五
オ
）

ま
さ
き
ょ
ゆ
き
な
が
く
じ
な
ん
た
い
も
ん
む
か

み
ち
か
ん
こ
う

正
清
行
長
と
鬮
し
て
南
大
門
に
向
は
る
、
道
に
て
漢
江
と
い
ふ

だ
い
が
わ
た
ふ
れ
こ
と
か
～
う
ち
や
ふ
り
は
る
か

は
や
し
う
ち
ぐ
ん
ぴ
や
う

大
河
有
渡
し
舟
悉
く
打
破
あ
り
遼
向
ふ
の
林
の
中
に
軍
兵
あ
ま

ゆ
み
や

て
い

き
つ
と
わ
た
も
り
う
ち

た
弓
矢
を
つ
が
ひ
た
る
躰
也
正
清
あ
や
し
み
急
度
見
渡
し
森
の
内

い
と
り

こ
れ
ま
っ
た
く
わ
ら
に
ん

》
）
，
ン
」

に
む
れ
居
る
烏
を
な
が
め
是
全
藁
人
ぎ
や
う
な
る
事
を
さ
っ
し

ひ
と
か
～
わ
ら

せ
い
ど
も

こ
に
し
せ
ん
ぢ
ん
い
ち

人
々
大
に
笑
ひ
け
る
是
正
清
の
勢
共
を
ま
ど
は
し
小
西
が
先
陣
一

に
ん
か
う
め
う

人
の
高
名
に
せ
ん
た
め
に
こ
し
ら
へ
た
く
み
し
な
り

か
ん
こ
う

み
や
こ

《
五
ウ
の
中
・
下
段
》
正
清
漢
江
を
や
す
ノ
ー
と
わ
た
し
都
に
せ

め
入
給
ふ

（
Ⅳ
）

〔
解
説
一
図
版
⑦
。
『
続
撰
清
正
記
』
巻
二
、
『
朝
鮮
軍
記

大
全
』
巻
七
、
『
朝
鮮
太
平
記
」
巻
六
に
同
じ
。
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（
六
ウ
・
セ
オ
）

そ
奴
ま
さ
き
よ
を
ら
ん
か
い
み
ん
か
こ
と
ｆ
、
く
こ
ん
ぶ
い
へ
ざ
う
へ
う

は

く
ら
う
ち

夫
よ
り
正
清
女
直
二
せ
め
入
ら
る
此
所
の
民
家
悉
昆
布
に
て
家
を
つ
く
れ
り
雑
兵
ど
も
の
き
端
二
よ
り
て
こ
ん
ぶ
を
む
し
り
喰
ふ
内

こ
へ
わ
を
ん
つ
う
た
づ
ね
ぐ
は
ん
ら
い
わ
じ
ん
こ
と
ひ
さ
せ
ん
ね
ん
な
ん
ふ
う
き
た

よ
り
と
が
む
る
声
和
音
に
通
じ
け
れ
ば
正
清
い
ぶ
か
り
尋
ら
る
二
元
来
和
人
也
此
地
二
す
む
事
久
し
先
年
難
風
に
此
所
に
来
る
巾
を
申

よ
ろ
こ
び
か
れ
な
ど
と
う

あ
ん
な
い

ひ
つ
じ
さ
る
ふ
じ
さ
ん

こ
き
や
う

上
る
正
清
悦
彼
が
名
を
後
藤
次
郎
と
改
め
案
内
と
せ
ら
る
此
所
未
申
に
富
士
山
見
ゆ
人
々
故
郷
二
か
へ
る
の
お
も
ひ
を
な
せ
り

を
ら
ん
か
い

お
ら
ん
か
い

【
字
釈
］
○
女
直
皿
女
真
と
も
い
い
、
こ
こ
で
は
兀
良
吟
を
指
す
。
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
・
「
朝
鮮
太
平
記
』
も
同
様
の
表
記
。
「
兀

良
吟
叩
文
禄
の
役
に
加
藤
清
正
が
進
撃
し
た
豆
満
江
外
の
地
域
で
、
女
真
人
（
野
人
）
の
住
地
。
当
時
、
こ
の
地
方
は
、
清
太
祖

ヌ
ル
ハ
チ
同
族
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
も
と
女
真
の
部
族
名
か
ら
出
た
呼
称
」
（
『
国
史
大
辞
典
乞
。
朝
鮮
王
朝
で
彼
ら
の
こ
と
を

指
す
言
葉
「
オ
ラ
ン
ケ
」
が
転
化
し
て
「
オ
ラ
ン
カ
イ
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
○
此
所
の
民
家
悉
昆
布
に
て
家
を
つ
く
れ

り
“
朝
鮮
軍
記
物
に
は
、
「
さ
い
し
ゅ
う
」
・
「
済
州
」
・
「
せ
い
し
ゅ
う
」
等
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
た
ど
り
着
い
た
加
藤
清
正
軍
が
、

昆
布
で
屋
根
を
作
っ
た
家
を
見
つ
け
る
と
い
う
内
容
が
頻
出
す
る
。
挿
絵
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
書
及
び
「
絵
本
太
閤
記
」
六
篇

ふ
が
く
ひ
や
つ
け
い

巻
五
な
ど
の
挿
絵
に
は
屋
根
の
上
に
昆
布
が
描
か
れ
て
い
て
、
『
絵
本
朝
鮮
軍
記
』
や
有
名
な
雪
昌
嶽
百
景
」
「
兀
良
蛤
の
不
二
」

な
ど
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
○
此
所
未
申
に
富
士
山
見
ゆ
叩
浮
世
絵
な
ど
で
有
名
な
場
面
で
あ
る
が
、
そ
の
「
未
申
」
と
い
う

（
”
）

方
向
に
関
し
て
は
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る
。

【
解
説
一
図
版
⑧
。
『
清
正
記
』
巻
二
「
せ
い
し
う
と
云
所
に
着
陣
す
此
所
に
せ
る
と
う
す
将
軍
人
数
を
集
め
居
住
の
由
（
中
略
）

此
所
に
て
後
藤
と
い
ふ
通
詞
を
一
人
生
捕
此
後
藤
と
云
者
日
本
松
前
の
者
也
猟
船
に
乗
風
に
は
な
さ
れ
せ
い
州
へ
着
二
十
年
彼
所

（
肥
）

【
解
説
】
「
続
撰
清
正
記
』
巻
二
に
は
、
釜
山
浦
近
く
の
民
家
で
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
六
、

『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
四
の
関
連
記
事
は
、
こ
の
出
来
事
に
は
触
れ
な
い
。
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図
版
⑧

（
セ
ウ
・
八
オ
）

き
だ

む
ね
は
る

こ
も
し
る

貴
田
孫
兵
衛
宗
春
は
お
ら
ん
か
い
ゑ
ん
た
ん
か
た
て
篭
り
し
城
へ

た
ず
い
つ
き

て
堂
』
う
つ
こ
と

只
一
騎
ぬ
け
が
け
し
て
敵
を
討
事
三
十
人
に
あ
ま
り
た
り
森
本
に

あ
し

し
ろ
ぜ
い
を
の

い
こ
ん
あ
る
を
以
一
足
も
ひ
か
ざ
れ
ば
城
勢
も
ふ
せ
ぎ
か
ね
て
斧

Ｄ
も
の

な
げ
ゆ
へ
あ
ん
や

ま
さ
か
り
の
ご
と
き
の
物
の
ふ
る
ご
と
く
に
投
け
る
故
闇
夜
の
事

な
れ
ば
あ
い
ろ
も
わ
か
ざ
れ
ば
せ
め
あ
ぐ
ん
で
ぞ
見
へ
た
り
け
る

【
字
釈
一
○
ゑ
ん
た
ん
率
加
藤
清
正
系
統
の
作
品
郡
に
は
仮

に
居
住
す
る
に
よ
っ
て
お
ら
ん
か
い
口
を
も
朝
鮮
口
を
も
日

本
口
を
も
自
由
に
つ
か
い
よ
き
通
詞
ゆ
へ
清
正
重
宝
せ
ら
れ

則
二
郎
と
名
づ
け
あ
な
た
こ
な
た
へ
案
内
者
を
申
付
ら
れ
し

せ
い
州
よ
り
天
気
能
時
は
日
本
の
富
士
山
見
ゆ
る
彼
所
よ
り

富
士
山
は
未
申
に
あ
た
れ
り
松
前
よ
り
は
北
也
せ
い
州
に
も

（
犯
）

昆
布
に
て
家
の
屋
根
を
ふ
き
人
民
居
住
す
」
。
以
下
、
本
書

に
お
け
る
オ
ラ
ン
カ
イ
関
連
の
記
述
に
一
番
近
い
朝
鮮
軍
記

物
の
作
品
は
『
朝
鮮
太
平
記
』
で
あ
る
。
『
朝
鮮
太
平
記
』

巻
七
・
八
の
当
該
箇
所
と
比
べ
る
と
、
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』

巻
九
の
記
述
は
粗
略
で
あ
る
。
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（
九
ウ
）

き
む
ら

わ
う
せ
き
ざ
ん
し
ろ

よ
せ
じ
ゃ
う
も
ん
う
ち

ぐ
ん
ぜ
い
ひ
き
い
れ
し
る

木
村
又
蔵
は
黄
石
山
の
城
二
お
し
寄
城
門
を
打
や
ぶ
り
軍
勢
を
引
入
城
を
の
っ
と
る

【
字
釈
一
○
黄
石
山
の
城
昌
清
正
行
状
・
奇
」
「
同
七
月
七
日
。
黄
石
山
ヲ
攻
メ
。
鉄
炮
ヲ
稠
ク
放
チ
。
竹
束
ヲ
ツ
ケ
柵
ヲ
結
上

（
八
ウ
・
九
オ
）

た
い
し
や
う
ひ
さ
よ
し
こ
う
ひ
ぜ
ん
な
ご
や
ご
ざ
い
ぢ
ん
あ
い
だ
ぶ
れ
い
か
う
か
し
ん
あ
き
う
ど
な
か
か
た
を
か

大
将
久
吉
公
肥
前
名
古
屋
に
御
在
陣
の
問
御
な
ぐ
さ
み
の
た
め
無
礼
講
を
御
ゆ
る
し
あ
り
家
臣
商
人
の
ま
ね
を
し
中
に
も
片
岡

み
き
の
か
み
う
を
や

う
り

か
は

か
た
を
か
ぜ
に
い
た

造
酒
頭
は
魚
屋
と
成
り
売
あ
る
き
け
る
を
久
吉
公
よ
び
と
め
給
ひ
さ
か
な
を
買
ん
と
あ
り
け
れ
ば
片
岡
銭
あ
り
や
か
け
に
は
致
さ
ぬ
な

た
い
し
ゃ
う
こ
れ

り
と
申
け
れ
ば
さ
す
が
の
大
将
も
是
に
は
こ
ま
り
給
ひ
し
也

【
字
釈
一
○
名
古
屋
亜
名
護
屋
の
こ
と
。
○
か
け
に
は
致
さ
ぬ
”
掛
け
。
「
金
銭
の
支
払
い
を
後
で
す
る
約
束
で
行
な
う
売
買
。

か
け
売
り
。
か
け
買
い
」
（
『
日
国
』
）

【
解
説
】
豊
臣
秀
吉
の
伝
記
で
あ
る
小
瀬
甫
庵
著
『
太
閤
記
」
（
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
自
序
）
巻
一
五
以
来
の
有
名
な
場
面
。

（
劃
）
エ
ン
タ
ン

名
で
表
記
さ
れ
、
『
朝
鮮
太
平
記
」
巻
八
に
は
「
延
贈
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
軍
記
物
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
の
戦
い

で
貴
田
孫
兵
衛
が
戦
死
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
○
ま
さ
か
り
恥
鍼
・
○
あ
い
ろ
も
わ
か
ざ
れ
ば
芸
文
色
も
分
か
ざ
れ
ば
」
。
見

分
け
も
つ
か
な
か
っ
た
の
で
。

リ
ユ
ソ
ン
リ
ョ
ン

ち
よ
う
ひ
ろ
り
く

【
解
説
】
図
版
⑨
。
黄
石
山
の
戦
い
は
、
韓
国
・
朝
鮮
王
朝
の
官
僚
で
あ
っ
た
柳
成
竜
の
著
『
懲
鑑
録
』
の
日
本
将
来
と
と
も
に

日
本
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加
藤
清
正
系
統
の
作
品
群
の
中
で
こ
の
合
戦
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
の
は
『
清
正
行
状
・
奇
」

【
字
釈
一
○
黄
石
山
の
齢

（
理
）

テ
。
昼
夜
四
日
責
囲
ム
」
。
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図
版
③

ｒ
Ｆ
ｌ
△
ｆ
ｐ
１
‐
‐
罰
・
咽
＄
尾
・
ｐ

１
ｉ
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
Ｊ
山
側
、
、
、
帆
、
．
Ａ
・
・
…
、
Ｆ
鴎
‐
‐
辞
日
岡
・
両
ｆ
…
日
出
・
叩
・
■
■
■
Ｆ
Ｄ
Ｏ
陸
陀
ド
ト
５
冊
し
評
。

【
巻
下
一

（
一
オ
）

ま
ミ
」
き
よ

あ
ま
た
へ
う
も
の
じ
ゃ
う

正
清
は
お
ら
ん
か
い
に
て
数
多
俵
物
を
つ
み
て
城
く
は
く
と
な
し

て
き
ぢ
ん
た
魁
か
つ
い
・
た
い
し
や
う
せ
る
と
う
す
い
け
ど
り

こ
れ
よ

敵
陣
と
戦
ひ
終
二
大
将
世
留
兜
宇
須
を
生
捕
二
せ
ら
る
是
七
尺
余

だ
い
り
き
も
の

の
大
力
の
者
也

せ
る
と
う
す

【
字
釈
一
○
世
留
兜
宇
須
葛
清
正
行
状
・
奇
」
「
キ
セ
ク
ョ

リ
五
日
路
東
シ
。
ロ
イ
シ
ウ
ホ
ニ
世
琉
兜
宇
須
将
軍
篭
ル
ノ

（
羽
）

由
」
。［

解
説
一
巻
中
、
セ
ウ
・
八
オ
の
続
き
。
朝
鮮
軍
記
物
で
は
、

情
正
軍
が
米
俵
を
利
用
し
て
戦
っ
た
の
は
、
「
北
道
兵
使

ハ
ン
グ
ッ
ク
ハ
ム

韓
克
誠
」
率
い
る
朝
鮮
軍
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
「
海
汀
倉

の
戦
い
」
で
で
あ
っ
て
、
一
方
、
セ
ル
ト
ウ
ス
は
オ
ラ
ン
カ

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
「
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
三
一
、
「
朝
鮮
太
平

記
』
巻
二
○
。
た
だ
し
、
ど
の
作
品
に
も
、
黄
石
山
城
は
陥

落
さ
れ
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
て
、
本
書
の
描
写
は
虚
構

で
あ
る
。
一
方
、
本
丁
の
挿
絵
は
、
義
経
・
朝
比
奈
ら
に
よ

る
「
地
獄
の
門
破
り
」
伝
承
を
描
く
図
柄
に
類
似
す
る
。
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（
ニ
ウ
・
三
オ
）

ふ
く
し
ま
き
こ
ん
ぢ
ん
う
る
さ
ん

わ
き
そ
の

よ
ほ
勺

は
く
て
う

む
れ
ゐ
あ
し
が
る
こ
れ
と
り

福
嶋
左
近
が
陣
は
蔚
山
よ
り
十
二
町
ば
か
り
脇
に
有
其
ほ
と
り
に
一
里
四
方
の
池
あ
り
白
鳥
あ
ま
た
群
居
た
り
足
軽
ど
も
是
を
取
ん
と

あ
る
よ
う
る
さ
ん
か
と
う

か
し
ん
き
た

た
ず
い
ま
て
つ
ほ
う
を
と

き
こ

き

さ
こ
ん

す
或
夜
蔚
山
の
加
藤
清
兵
衛
が
家
臣
来
り
て
申
け
る
は
只
今
鉄
炮
の
音
し
き
り
に
聞
ゆ
い
か
識
の
義
二
候
や
左
近
へ
ん
た
う
し
か
ノ
ー

を
く

こ
れ
き
、
ぢ
ん
ち
う
い

す
で
み
か
た
さ
は
が
さ
い
さ
ん
い
き
ど
を
て
い

の
わ
け
を
申
送
る
加
藤
清
兵
へ
此
を
聞
陣
中
に
て
入
ら
ざ
る
な
ぐ
さ
み
か
な
既
に
味
方
を
騒
す
事
再
三
也
と
い
へ
ど
も
さ
の
み
憤
る
躰

な
を
ゆ
だ
ん

と
き
た
い
み
ん
た
い
し
ゃ
う
ご
い
ち
う
ろ
い
ち
う
り
や
う
に
ん
ご
ま
ん
き
さ
こ
ん
ぢ
ん
を
し
よ
ふ
い

・
こ
魁
ろ
へ

も
な
く
猶
も
油
断
は
せ
ざ
り
け
り
時
に
大
明
の
大
将
呉
惟
忠
盧
惟
忠
の
両
人
五
万
騎
に
て
左
近
が
陣
に
押
寄
す
不
意
の
事
な
れ
ば
心
得

（
一
ウ
・
ニ
オ
）

た
い
し
や
う
ひ
さ
よ
し
こ
う

せ
ん
ど
う

し
は
ざ
あ
や
う
と
こ
ろ
す
ぜ
き
そ
の
ぱ

や
に
は
も
う
り
け

大
将
久
吉
公
長
州
ま
な
板
の
せ
と
に
て
船
頭
与
次
兵
衛
が
所
為
に
て
危
き
所
を
鈴
木
太
郎
其
場
二
お
り
合
矢
庭
に
毛
利
家
の
船
二
召
う

き
な
ん

ご
、
っ
ん
ほ
ど

そ
れ

つ
し
危
難
を
の
が
れ
給
ふ
御
運
の
程
こ
そ
あ
り
が
た
け
れ
夫
よ
り
与
次
兵
衛
を
か
ら
め
ん
と
す
る
に
与
次
兵
へ
は
げ
し
く
勇
を
ふ
る
ひ

あ
け
ち
ざ
ま

か
い
ち
う

し
が
か
な
は
じ
と
や
思
ひ
け
ん
本
名
明
智
左
馬
五
郎
と
名
の
り
海
中
に
と
ひ
入
た
り
此
と
こ
ろ
今
に
っ
た
へ
て
与
次
兵
衛
が
せ
と
と
云

ふ
く
し
ま
め
ん
ぼ
く
う
る
さ
ん
に
げ

な
き
福
嶋
面
目
な
く
も
蔚
山
へ
赴
た
り
け
り

な
り

【
解
説
］
『
彦
山
権
現
薑
助
劔
」
で
は
、
朝
鮮
か
ら
渡
っ
て
き
た
と
名
乗
っ
て
い
た
木
曾
判
官
が
、
実
は
明
智
光
秀
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
段
落
に
描
か
れ
て
い
る
事
件
は
、
正
保
三
年
版
『
太
閤
記
』
へ
の
補
入
以
来
有
名
に
な
っ
た
記
事
。

イ
の
武
将
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か
し
、
偶
然
に
も
、
韓
克
誠
は
セ
ル
ト
ウ
ス
と
同
一
人
物
で
あ
っ
て
、
韓
克
誠
の
官
職
名
で
あ

（
型
）

る
「
節
度
使
（
韓
国
語
の
発
音
は
ゼ
ル
ド
サ
）
」
が
転
化
し
て
「
せ
る
と
う
す
」
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

レ
ー
ｈ
ソ

と
ら

一
字
釈
一
○
蔚
山
卵
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
時
、
加
藤
清
正
軍
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
○
取
ん
と
す
当
取
ん
と
す
」
の
誤
植
か
。
○
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（
三
ウ
・
四
オ
）

う
る
さ
ん
か
と
、
う

げ
ぢ
こ

て
つ
ほ
う
を
と
つ
ね

そ
の
よ
、
つ
い

ご
い
ち
う
さ
こ
ん

つ
け
い
ら

蔚
山
に
は
加
藤
清
兵
衛
下
知
し
て
今
よ
ひ
の
鉄
炮
の
音
は
常
な
ら
ず
と
て
其
用
意
を
ぞ
し
た
り
け
る
呉
惟
忠
は
左
近
を
お
っ
か
け
付
入

じ
ゃ
う
ち
う

い
で
て
き
ぜ
い
た
に
く
は
は
ん
つ
き
く
づ
た
い
み
ん
ゑ
ん
ほ
も
の
ふ
み
た
慾
か
か
と
う
ら
う
と
う
う
し
な

ん
と
す
城
中
よ
り
さ
、
へ
出
敵
勢
を
谷
へ
過
半
突
崩
す
大
明
の
遠
甫
と
い
ふ
者
踏
と
訂
ま
っ
て
情
兵
衛
と
戦
ひ
加
藤
も
郎
等
九
人
を
失

て
き
う
つ
そ
の
か
ず

み
か
た
せ
う
せ
い

ぜ
ん
ご
て
き
と
り

や
弓
や
く

ら
う
ど
う
し
た
が

こ
じ
ろ
し
も
ふ
さ

ふ
敵
を
討
事
其
数
し
ら
ず
し
か
れ
ど
も
味
方
は
小
勢
な
れ
ば
前
後
敵
に
取
ま
か
れ
漸
三
人
の
郎
等
を
従
へ
た
り
小
代
下
総
三
十
六
人

て
せ
い
そ
っ

た
す
う
ち
じ
に

茸
心
》
℃

さ
い
と
う
り
う
ほ
ん
て
つ
ほ
う
き
び
し
く
う
ち
た
て
そ
の
と
き
て
う
さ
ん
あ
り
あ
さ
の
な
が
ま
さ

の
手
勢
を
率
し
清
兵
衛
を
助
け
討
死
し
け
り
佐
々
平
左
衛
門
斎
藤
立
本
本
鉄
炮
を
厳
敷
打
立
け
る
其
時
嶋
山
二
有
け
る
浅
野
長
政
五
百

ひ
き
い
よ
こ
や
り
つ
き
い
り
た
い
み
ん
せ
い
を
ひ
し
り
ぞ

う
つ
い
て
を
つ
ち
ら
せ
う
せ
い
ふ
せ

人
を
率
て
横
鑓
に
突
入
て
大
明
勢
を
追
退
く
清
兵
衛
打
て
出
追
か
け
散
す
小
勢
二
て
百
万
の
勢
を
防
ぎ
け
る

【
字
釈
］
○
遠
甫
恥
架
空
人
名
か
。
○
嶋
山
恥
蔚
山
の
地
名
。
現
在
も
倭
城
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
○
小
代
下
総
・
佐
々
平
左

衛
門
斉
藤
立
本
豊
清
正
記
』
巻
三
「
城
中
に
は
清
正
家
来
加
藤
清
兵
衛
小
代
下
総
佐
々
平
左
衛
門
斎
藤
立
本
毛
利
家
之
者
共
に

（
”
）

筑
紫
衆
に
て
固
め
た
り
」
。

入
ら
ざ
る
”
正
し
く
は
「
要
ら
ざ
る
」
。
○
呉
惟
忠
勇
清
正
記
」
巻
三
「
蔚
山
（
中
略
）
城
中
に
は
清
正
家
来
加
藤
清
兵
衛
（
中

（
妬
）

略
）
大
明
の
大
将
呉
惟
忠
と
い
ふ
者
」
。
盧
惟
忠
は
架
空
人
名
か
。

【
解
説
】
白
鳥
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『
続
撰
清
正
記
』
巻
四
、
『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
二
三
な
ど
と
同
様
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
作
品
に
は
、
福
嶋
左
近
の
代
わ
り
に
鍋
島
加
賀
守
直
茂
が
登
場
す
る
。
以
下
、
蔚
山
の
戦
い
が
続
く
。
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ま
き
き
よ
へ
い
ら
づ
、
う
ち
み
ん
て
う
ゑ
い
う
ち
と
り
ま
で

て
き

げ
ぢ

正
清
が
兵
等
大
筒
を
打
入
て
道
を
ひ
ら
く
木
村
又
蔵
明
の
長
栄
を
討
取
猶
す
、
む
敵
を
九
人
迄
討
取
た
り
正
清
下
知
し
て
鎗
を
入
さ
せ

み
ん
せ
ん
ぐ
ん
ぜ
い
く
づ
れ
ひ
き
し
り
ぞ
は
た
さ
い
と
善
一
叩
り
う
ほ
ん
う
つ
い
で
と
も
て
き

け
れ
ば
明
鮮
の
軍
勢
大
崩
に
成
て
引
退
く
城
内
よ
り
正
清
の
籏
を
見
て
加
藤
清
兵
衛
佐
々
平
左
ェ
門
斎
藤
立
本
打
て
出
共
に
敵
を
は
ら

へ
う
ら
う
は
こ
ば
じ
ゃ
う
ち
う
み
ん
し
や
う
こ
れ

は

み
ん

ふ
正
清
持
参
の
兵
根
を
運
せ
し
づ
ノ
ー
と
城
中
に
入
け
る
明
の
将
は
是
を
見
て
歯
が
み
を
な
し
い
か
り
け
れ
ど
も
せ
ん
か
た
な
く
明
の

や
う
か
う

ら
う
じ
や
う
う
へ
せ
い
も
っ
て
せ
め
い
る
と
も
つ
い
・
う
ち
ひ
し
が
ち
か
ら
ぜ
め
か
な
ふ
し
よ
せ
ん
へ
う
ち
、
う
せ
め

楊
高
申
け
る
は
正
清
篭
城
の
上
は
百
二
十
八
万
の
勢
を
以
責
入
共
終
に
日
本
勢
二
打
挫
る
べ
し
力
責
は
叶
ま
じ
所
詮
兵
根
責
二
せ
ん
よ

し
や
う
ぐ
は
い
か
こ
み

か
て
じ
ゃ
う
ち
う
な
ん
ぎ
お
よ
し
よ
そ
つ
ど
も

げ
ん
た
ん
を
り

り
外
な
し
と
て
城
外
を
囲
み
け
り
か
く
て
十
二
月
晦
日
根
つ
き
城
中
の
難
義
に
及
び
諸
卒
共
申
け
る
は
明
日
は
元
旦
也
か
、
る
折
か
ら

こ
き
や
う
お
も
う
ち

古
郷
を
思
ひ
打
し
ほ
れ
て
ぞ
み
へ
に
け
る

（
四
ウ
・
五
オ
）

じ
ゆ
ん
て
ん
し
ろ

ゆ
き
な
が

ま
墓
』
き
よ

ち
や
ぢ
ん

て
や
ぶ

り
ぢ
よ
せ
、
？
し
ゆ
は
く
ゑ
い
せ
い

順
天
の
城
に
は
小
西
行
長
こ
も
り
け
る
此
と
き
正
清
は
順
天
に
着
陣
せ
し
に
は
や
行
長
は
大
手
を
破
ら
れ
て
李
恕
松
朱
伯
栄
が
勢
お
し

す
で
あ
や
う
と
こ
ろ
ま
さ
き
よ
て
き
う
し
ろ

た
い
み
ん
せ
い
お
に
し
や
ぐ
は
ん

を
と
ろ

へ
い
ひ
い
こ
れ
や
う
や

入
て
既
に
危
き
所
正
清
敵
の
後
を
追
た
り
け
れ
ば
大
明
勢
は
鬼
者
冠
な
り
と
大
に
驚
き
あ
は
て
ふ
た
め
き
兵
を
引
た
り
小
西
是
に
て
漸

よ
み
が
へ
り
こ
、
ち
し
か
る
と
こ
ろ
こ
の
が
き
き
た
う
る
さ
ん
や
、
う
す
つ
ぐ
う
る
さ
ん
ゆ
き
な
か
せ
い
も
ろ
と
も
へ
う
ら
う

ぐ
蘇
た
る
心
地
せ
り
然
る
所
へ
此
垣
市
兵
衛
は
せ
来
り
蔚
山
の
様
子
を
告
る
正
清
是
よ
り
蔚
山
を
す
ぐ
は
ん
行
長
か
勢
諸
共
兵
根
の

て
あ
て

じ
ゆ
ん
て
ん

う
る
さ
ん
む
か

じ
ゆ
ん
ふ
う

ぢ
ん
と
う
て
つ
ほ
う
お
ほ
づ
秘
さ
ゆ
う
く
ば
さ
ん
じ
う
る
さ
ん

手
当
を
し
て
順
天
よ
り
引
か
へ
し
蔚
山
へ
向
は
れ
け
る
折
ふ
し
順
風
の
ぼ
り
安
く
陣
頭
に
鉄
炮
大
筒
左
右
二
配
り
暫
時
が
間
二
蔚
山
の

み
ん
せ
ん
ぐ
ん
ぜ
い
ら
を
に
し
や
ぐ
は
ん
き
た
た
ち

東
に
至
る
明
鮮
の
軍
勢
等
鬼
者
冠
が
来
り
し
と
上
を
下
へ
と
立
さ
は
き
け
り

【
字
釈
一
○
順
天
亜
小
西
行
長
軍
等
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
○
李
恕
松
恥
明
の
将
軍
で
あ
る
「
李
如
松
」
の
こ
と
。
た
だ
し
、
李

如
松
は
、
順
天
の
戦
い
の
時
に
は
す
で
に
帰
国
し
て
い
た
。
朱
伯
栄
は
架
空
人
物
か
。
『
朝
鮮
太
平
記
」
巻
二
七
な
ど
に
「
牛
伯

（
羽
）

栄
」
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
○
鬼
者
冠
芸
鬼
上
官
」
と
も
。
『
清
正
記
』
巻
三
「
鬼
上
官
と
大
明
国
迄
も
風
説
す
」
。

【
解
説
］
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
三
八
、
『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
二
七
以
下
に
当
た
る
。

（
五
ウ
・
六
オ
）
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図
版
⑩

彰
変
駒
１
１

（
六
ウ
・
セ
オ
）

か
と
う
わ
が
し
さ
い
か
た
か
、
か
な
ら

加
藤
正
清
我
思
ふ
子
細
あ
り
労
必
ず
歎
く
事
な
か
れ
め
で
た
く

た
い
み
ん
ぢ
ん
ち
う
し
し
や
つ
か
は
そ
の
を
も
む
き

越
年
さ
せ
ん
と
て
大
明
の
陣
中
へ
使
者
を
遣
さ
る
其
趣
正
清
大

て

も
く
ろ
く

へ
う
ら
う
む
し
ん
を
く

明
の
手
に
と
ら
は
れ
と
な
る
べ
く
間
目
録
の
通
り
兵
根
の
無
心
送

す
な
は
ち

な
は

り
給
は
る
べ
し
と
也
則
正
渭
に
縄
を
か
け
右
引
が
へ
と
の
口
上

ま
き
よ
う
か
う

き
へ
う
ら
う
り
や
う
ひ
う
を
さ
け
た
る
そ
の
ほ
か
も
く
ろ
く
と
ふ
り
を
く

麻
貴
楊
高
是
を
聞
兵
根
二
十
輌
干
魚
酒
樽
其
外
目
録
の
通
送
る

へ
ん
た
う
し
し
や
か
へ

こ
の

ゆ
う
し
ち
う
げ
ん

べ
し
と
返
答
す
使
者
は
帰
り
正
清
へ
此
旨
申
上
勇
士
を
仲
間
に

し
た
て

へ
い

づ
膨
ふ
せ
い
ま

い

仕
立
さ
う
じ
さ
せ
塀
の
内
二
大
筒
を
伏
さ
せ
今
や
ノ
ー
と
ま
ち
居

ひ
や
く
ま
ん
ぐ
ん
ち
う
だ
い
り
き
も
の

え
ら
み
く
だ
ん
へ
う
ら
う
を
く

た
る
百
万
の
軍
中
よ
り
大
力
の
者
四
十
人
撰
出
件
の
兵
根
送
り

Ｄ
も
の

こ
の
、
も
の

物
遣
す
正
清
は
門
を
ひ
ら
き
此
者
ど
も
に
し
ば
ら
れ
出
ら
る
中
間

へ
う
ら
う
ぐ
る
ま
り
き
し
や
て
ご
は

ど
も
兵
粗
車
を
手
早
く
引
取
四
十
余
の
力
者
を
打
す
へ
ノ
ー
手
強

つ
魁
い
ち
ど
き
つ
は
な
た
い
み
ん
や
う
か
う

ぐ
は
た
ら
き
大
筒
を
一
同
に
切
て
放
す
大
明
の
楊
高
是
を
見
て
大

せ
め

な
ら

た
い
ぐ
ん
い
ち
と
う
お
し

に
お
ど
ろ
き
責
つ
Ｆ
み
を
し
き
り
に
鴫
し
け
れ
大
軍
一
同
に
押
よ

せ
お
め
き
さ
け
ん
で
た
、
か
ひ
け
り

【
解
説
】
図
版
⑩
。

【
字
釈
一
○
長
栄
亜
架
空
人
物
か
。
○
楊
吉
同
明
の
武
将

で
あ
る
「
楊
鎬
」
の
こ
と
。
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（
八
ウ
・
九
オ
）

か
と
う

い
こ
ノ
Ｋ
、

き
り
し
た
か
て
う
せ
ん
わ
う
も
の
く
は
ん
じ
ん
と
も
な
き
こ
ぐ
せ
ん
し
う
さ
か
い
う
ら

加
藤
正
清
は
異
国
を
こ
と
か
、
く
切
従
へ
朝
鮮
の
王
し
ゆ
ん
と
い
ふ
者
二
三
人
の
官
人
を
伴
は
せ
船
二
の
せ
帰
国
し
泉
州
堺
の
浦
に

ち
や
く
せ
ん
ほ
ん
て
う
し
よ
し
や
う
へ
う
せ
ん
↑
｜
つ
ち
ふ
し
み
し
ろ
あ
ひ
い
こ
ぐ
ぜ
め
し
だ
い
ま
う
し
あ
げ
ご
あ
ん
ど

着
船
す
れ
は
本
朝
の
諸
将
み
な
ノ
ー
兵
船
二
打
の
り
お
ひ
ノ
ー
伏
見
の
城
へ
相
つ
め
異
国
責
の
次
第
を
申
上
け
る
久
吉
公
御
安
堵
の
御

う
る
は
し
よ
し
や
う

て
う
せ
ん
く
は
ん
じ
ん
い
る
ノ
ー
、
ご
ち
さ
う
あ
そ
い
ま
た
へ
ら
い
て
う

き
げ
ん
麗
し
く
諸
将
も
よ
ろ
こ
び
か
き
り
な
く
朝
鮮
の
官
人
へ
も
種
々
御
馳
走
遊
ぱ
さ
れ
今
に
絶
せ
ず
来
朝
せ
し
と
な
り

（
セ
ウ
・
八
オ
）

ご
ど
う

て
き
お
ふ
は
な
は
だ

す
ぎ
ほ
う

り
ひ
ろ
の
か
や
を
ひ
し
げ

ふ
せ
せ
い
あ
る

な
が
ま
さ

後
藤
又
兵
衛
敵
を
追
事
甚
し
く
全
き
く
は
ん
過
て
方
四
五
十
里
の
広
野
に
萱
生
茂
り
む
か
ふ
二
小
山
の
か
げ
二
伏
勢
有
を
さ
と
り
長
政

か
ざ
か
み

ひ
ろ
の

ふ
せ
せ
い
ど
も
こ
と
か
～
け
ふ
り

す
園
ま
ん
と
す
る
を
と
ダ
め
風
上
よ
り
火
を
か
け
け
る
風
は
げ
し
く
さ
し
も
の
広
野
一
度
に
も
へ
ほ
と
り
伏
勢
共
悉
く
煙
に
む
せ
び

弓
お
う
ざ
を
う

み
だ
む
ら
た

き
り
た
つ
た
い
み
ん
て
う
せ
ん
せ
い
く
も
こ

と
Ｆ
ま
も
の

み
か
た
そ
ん
ぼ
う

右
往
左
往
に
に
げ
乱
る
村
田
兵
介
其
さ
き
に
切
立
れ
ば
大
明
朝
鮮
勢
蜘
の
子
を
ち
ら
す
ご
と
く
止
る
者
一
人
も
な
し
味
方
損
亡
な
く

た
い
ぐ
ん
き
う

を
ひ
し
り
ぞ
ま
っ
た
ご
と
う

は
た
ら

ゑ
つ
き
し
よ
せ
い
そ
ろ

い
た

の
こ
ら
ず

大
軍
を
急
に
し
て
追
退
く
事
全
く
後
藤
一
人
の
働
き
に
あ
り
と
正
清
大
に
悦
喜
し
諸
勢
を
揃
へ
ふ
さ
ん
か
い
に
至
れ
ば
日
本
勢
は
不
残

ひ
き
と
り
を
の
ノ
、
き
て
う
よ
う
い

引
取
各
帰
朝
の
用
意
を
そ
し
た
り
け
り

【
字
釈
一
○
全
き
く
は
ん
亜
こ
こ
は
、
朝
鮮
軍
記
物
に
お
い
て
、
黒
田
長
政
軍
が
勝
利
を
収
め
た
地
域
と
さ
れ
る
「
全
義
館
の
戦

（
羽
）

い
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
二
二
「
全
義
館
二
着
陣
ス
（
中
略
）
砂
々
ダ
ル
広
野
ノ
中
二
」
。
○
ふ
さ
ん
か
い
恥

「
釜
山
浦
」
。
「
か
い
」
は
「
海
辺
・
浦
」
を
意
味
す
る
韓
国
語
「
ケ
」
の
転
化
。

ほ
り
き
ょ
う
あ
ん

【
解
説
一
全
義
館
の
戦
い
は
、
堀
杏
庵
著
の
軍
記
『
朝
鮮
征
伐
記
』
（
巻
七
）
な
ど
初
期
の
朝
鮮
軍
記
物
に
載
せ
ら
れ
、
『
朝
鮮

軍
記
大
全
」
（
巻
三
三
・
『
朝
鮮
太
平
記
』
（
巻
二
三
等
に
受
け
継
が
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
戦
い
は
蔚
山
・
順
天
の
篭
城
よ
り

先
に
行
わ
れ
た
合
戦
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
日
本
軍
の
帰
国
記
事
の
直
前
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
主
人
公
で
あ

る
は
ず
の
毛
谷
村
六
助
で
は
な
く
、
後
藤
又
兵
衛
の
活
躍
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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（
九
ウ
）

た
い
し
や
う
ひ
さ
よ
し
こ
う
て
う
せ
ん

か
し
ん
か
た
を
か
み
き
の
か
み
も
っ
て
す
み
よ
し
め
う
じ
ん
を
ん
だ
い
さ
ん

て
ん
か
た
い
へ
い
ご
こ
ぐ
じ
ゃ
う
じ
ゆ

大
将
久
吉
公
朝
鮮
せ
い
ば
つ
の
御
よ
ろ
こ
び
に
家
臣
片
岡
造
酒
頭
を
以
住
吉
明
神
へ
御
代
参
な
さ
し
め
給
ひ
天
下
泰
平
五
穀
成
就

ば
ん
み
ん

ご
き
ぐ
は
ん

彗
今
』
鯵
た
ま

め
で
た

し
だ
い

万
民
あ
ん
せ
ん
の
御
祈
願
に
御
か
ぐ
ら
を
捧
げ
給
ひ
し
は
目
出
度
か
り
け
る
次
第
な
り

【
解
説
】
「
彦
山
権
現
誉
助
劔
』
第
一
段
を
意
識
し
た
叙
述
。
し
か
し
、
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
で
は
、
「
朝
鮮
征
伐
」
の
成
功
を

願
う
た
め
の
参
詣
が
描
か
れ
て
い
る
反
面
、
本
書
で
は
、
「
朝
鮮
征
伐
」
の
成
功
を
祝
う
た
め
の
参
詣
が
描
か
れ
て
い
る
。

い
も
は
い
く
ん
し
ゆ
の
く
ん
（
鋤
）
き
よ
ま
さ
こ
う
ら
い
の
じ
ん
お
ぼ
え
が
き

【
字
釈
］
○
朝
鮮
の
王
し
ゆ
ん
と
い
ふ
者
豊
清
正
記
』
巻
三
「
両
王
子
臨
海
君
順
和
君
」
、
「
清
正
高
麗
陣
覚
書
』
「
帝
王
御
兄

（
瓠
）

を
ぱ
い
も
は
い
君
と
申
候
、
御
弟
を
ば
し
ゆ
の
う
君
と
申
候
」
の
よ
う
に
、
初
期
の
加
藤
系
作
品
群
に
お
い
て
は
、
加
藤
清
正
が

生
け
捕
っ
た
の
は
、
王
子
で
は
な
く
、
王
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
○
今
に
絶
せ
ず
来
朝
せ
し
と
な
り
”
朝
鮮
王
朝
か
ら
徳
川

幕
府
へ
の
外
交
使
節
で
あ
る
朝
鮮
通
信
使
の
こ
と
を
、
江
戸
時
代
の
多
く
の
日
本
人
は
「
来
貢
使
・
来
朝
使
」
と
し
て
認
識
し
た
。

【
解
説
】
歴
史
的
に
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
は
、
一
五
九
八
年
（
慶
長
三
）
の
秀
吉
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
っ
た
。
本
文
の
よ
う
に
、

秀
吉
の
存
命
中
に
日
本
軍
が
凱
旋
し
た
と
の
記
述
は
、
「
太
閤
記
」
な
ど
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
第
一
次
戦
争
（
壬
辰

倭
乱
・
文
禄
の
役
）
だ
け
を
認
め
、
第
二
次
戦
争
（
丁
酉
倭
乱
・
慶
長
の
役
）
を
否
定
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
の
立
場
と
は
、
明

と
の
間
で
結
ば
れ
た
和
議
を
尊
重
し
た
日
本
は
、
自
分
の
方
か
ら
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
第
二
次
戦
争
に
お
け
る
合
戦
の
こ
と
（
蔚
山
の
合
戦
や
順
天
の
合
戦
な
ど
）
も
述
べ
ら
れ
て

（
鉈
）

い
て
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
加
藤
清
正
が
朝
鮮
の
二
王
子
を
連
れ
て
帰
国
し
た
の
も
、
第
一
次
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
後
、
第
二
次
戦
争
が
起
こ
る
前
に
二
王
子
は
帰
国
し
た
。
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す
ず
り
う
み

同
硯
の
海
／
西
川
祐
尹
／
全
部
三
冊

ゑ
ほ
ん
ひ
ず
き
た
き

絵
本
響
の
瀧
／
西
川
祐
尹
／
全
部
三
冊

む
し
や
か
う
か
ん

同
武
者
考
鑑
／
西
川
祐
信
／
全
部
三
冊

ぶ
ゆ
う
ざ
く
ら

同
武
勇
桜
／
右
同
断
二
冊

ふ
ぢ
ゆ
か
り

同
藤
の
縁
／
長
谷
川
光
信
／
源
氏
画
三
冊

ぐ
さ

同
お
さ
な
草
小
本
／
右
同
断

わ
か
く
さ
や
ま

同
若
草
山
／
西
川
祐
信
／
全
部
三
冊

は
な
ゑ
ん

同
花
の
宴
／
右
同
断

ひ
め
こ
ま
つ

同
姫
小
松
／
右
同
断

か
め
を
‐
や
ま

同
亀
尾
山
／
西
川
祐
信
／
全
部
三
冊

つ
る
す
み
か

同
鶴
の
棲
／
右
同
断

福
寿
軒
絵
本
目
録
寺
町
松
原
上
ル
丁
西
か
わ
北
よ
り
菱
屋
治
兵
衞
板

ゑ
ぼ
ん
と
き
わ
ぐ
さ

絵
本
常
盤
草
／
西
川
祐
信
／
全
部
三
冊

か
い
が
せ
ん

同
貝
歌
仙
／
西
川
祐
信
／
全
部
三
冊

お
ぐ
ら
や
ま

同
小
倉
山
／
右
同
断

み
つ
わ
ぐ
さ

同
見
津
輪
艸
／
西
川
祐
信
／
全
部
三
冊

ち
よ
み
ぐ
さ

同
千
代
見
草
／
右
同
断

（
十
オ
）
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（
十
ウ
）

ゑ
ほ
ん
ふ
で
や
ま

絵
本
筆
の
山
／
西
川
祐
信
／
折
本
一
冊

む
し
や
ひ
か
う

同
武
者
備
考
／
右
同
断

ゆ
、
つ
し
さ
う

同
勇
士
艸
／
西
川
祐
尹
／
全
部
二
冊

や
さ

同
艶
す
が
た
／
西
川
祐
信
／
折
本
一
冊

ふ
で
う
み

同
筆
の
海
／
右
同
断

そ
う
す
が
た
か
ず
み

三
十
二
相
姿
鏡
／
西
川
祐
信
／
女
中
品
定
／
一
冊

ほ
ん
し
ん
ち
か
み
ち
ま
い
ち
も
ん
し

本
心
近
道
／
真
一
文
字
／
町
人
身
持
／
教
訓
書
集
／
全
部
二
冊

ゑ
ほ
ん
む
し
や
ぐ
る
ま

絵
本
武
者
車
／
古
今
勇
士
の
／
故
事
書
集
／
八
冊

ゆ
う
し
や
ぐ
る
ま

同
勇
者
車
／
右
の
類
／
後
扁
／
十
冊

わ
ら
ひ
む
し
や

同
笑
武
者
／
う
き
世
／
お
ど
け
函
／
三
冊

む
し
や
お
さ
ら
ぎ
ざ
く
ら

同
武
者
大
仏
桜
／
下
河
辺
拾
水
／
全
部
三
冊

が
う
る
い
ゑ
ほ
ん
か
諄
み

同
合
類
絵
本
鏡
／
五
冊

ぶ
だ
う
か
な
め
い
し

同
武
道
要
石
／
西
川
祐
信
／
折
本
一
冊

む
し
や
ぴ
や
う
ぷ

同
武
者
屏
風
／
右
同
断

た
き
な
が
れ

同
瀧
の
流
／
右
の
書
／
後
扁
／
下
河
辺
／
二
冊

り
う
も
ん
た
き

同
龍
門
の
瀧
／
全
部
二
冊
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へ
ん
せ
う
こ
ん
か
う
ひ
み
つ
い
ろ
は
う
ら
か
た
ば
ん
そ
ふ

遍
照
金
剛
／
秘
密
国
字
卦
／
平
か
な
小
本
／
占
盤
添
／
全
一
冊

此
書
は
弘
法
大
師
秘
密
の
書
に
て
い
ろ
は
八
文
字
を
六
十
四
卦
と
な
し
甲
乙
を
以
天
文
地
理
を
始
人
間
一
生
の
吉
凶
或
は
婚
礼
養
子
宅

が
へ
又
は
家
の
売
買
商
人
の
交
易
夢
占
の
吉
凶
一
切
の
当
物
万
事
を
知
る
又
は
毎
年
毎
月
毎
日
時
々
の
考
に
い
た
る
ま
て
く
は
し
く
し

る
す わ

か
み
ど
り

同
和
寄
緑
小
本
／
二
冊

わ
か
の
う
ら

同
和
歌
浦
大
本
／
全
部
三
冊

（
２
）
金
京
欄
「
韓
国
の
「
論
介
（
ノ
ン
ゲ
こ
説
話
と
浄
瑠
璃
『
大
功
艶
書
合
」
及
び
改
作
に
つ
い
て
」
『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」

五
（
早
稲
田
大
学
別
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
○
五
・
二
三
一
九
頁
。

〔
注
〕

（
１
）
「
寛
政
期

二
○
五
頁
。

（
４
）
こ
の
よ
う
な
加
藤
清
正
系
統
の
諸
作
品
に
関
し
て
は
、
阿
部
一
彦
ヨ
清
正
記
一
諸
本
の
展
開
」
亀
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
」

二
二
、
一
九
九
九
・
三
）
、
拙
稿
「
忘
れ
ら
れ
た
一
文
芸
の
系
譜
ｌ
加
藤
清
正
伝
承
か
ら
見
た
「
壬
辰
倭
乱
物
」
ｌ
」
、
「
国
際
日

本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
」
二
八
（
国
文
研
、
二
○
○
五
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
朝
鮮
軍
記
物
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
崔
官
「
朝
鮮
軍
記
物
の
展
開
様
相
に
つ
い
て
の
考
察
」
「
語
文
」
三
八
（
日
本
大
学
、

二
○
○
四
・
三
）
、
拙
稿
ヨ
絵
本
太
閤
記
」
と
壬
辰
倭
乱
作
品
群
」
、
「
総
研
大
文
化
科
学
研
究
」
三
（
二
○
○
七
・
三
）
、
同

（
３
）
注
２
前
掲
論
文
、
四
一
頁
。

「
寛
政
期
の
浄
瑠
璃
復
興
」
、
『
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
」
九
「
黄
金
時
代
の
浄
瑠
璃
と
そ
の
後
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
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（
岨
）
注
４
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
別
）
注
的
前
掲
書
、
二
七
・
八
頁
。

（
別
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
、

（
略
）
注
的
前
掲
書
、
七
五
頁
。

（
Ⅳ
）
注
岨
前
掲
書
、
七
五

（
肥
）
注
Ⅷ
前
掲
書
、
二
一
頁
。

（
田
）
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
本
、
巻
二
三
「
清
正
作
籟
輻
車
事
」
。

（
Ｍ
）
『
続
群
書
類
従
」
二
三
上
（
続
群
書
類
従
完
成
、
一
九
九
○
年
訂
正
三
版
）
四
二
頁
。

（
喝
）
崔
官
『
文
禄
・
慶
長
の
役
〔
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
〕
文
学
に
刻
ま
れ
た
戦
争
』
（
講
談
社
、
一
九
九
四
）
。

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
Ⅱ
）

（
皿
）

（
田
）

弓
懲
鑑
録
」

さ
れ
た
い
。

『
肥
後
文
献
叢
書
」
二
（

注
Ⅲ
前
掲
書
、
一
三
頁
。

注
的
前
掲
書
、
三
七
頁
。

注
８
前
掲
書
所
収
。

『
浄
瑠
璃
名
作
集
』
上
（
有
朋
堂
、
一
九
一
七
）
四
四
九
頁
。

「
豊
臣
鎮
西
軍
記
」
早
稲
田
大
学
州
版
部
、
一
九
一
三
、
三
○
・
三
一
頁
。

国
立
文
楽
劇
場
上
演
資
料
集
一
七
『
彦
山
権
現
誓
助
劔
・
良
弁
杉
由
来
』
（
国
立
文
楽
劇
場
、
一
九
八
八
）
五
六
頁
。

と
近
世
文
学
ｌ
朝
鮮
軍
記
物
と
そ
の
周
辺
ｌ
」
『
近
世
文
藝
』
八
八
（
近
世
文
学
会
、
二
○
○
八
・
七
）
等
を
参
照

・
六
頁
。

（
歴
史
図
書
社
、巻

八
、
九
オ
。

一
九
七
二
一
九
頁
。
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【
附
記
］
本
書
の
存
在
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
菊
池
庸
介
氏
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
別
）
『
続
々
群
害
類
従
』
（
国
書
刊
行
会
、
明
治
四
○
）
二
九
九
頁
。

（
塊
）
柳
沢
昌
紀
ヨ
太
閤
記
」
朝
鮮
陣
関
連
記
事
の
虚
構
１
日
付
改
変
の
様
相
を
め
ぐ
っ
て
」
、
「
近
世
文
藝
」
六
五
（
日
本
近
世
文

学
会
、
一
九
九
七
・
一
）
。

へへへへへ

3029282726
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掲掲掲掲掲
書書書書書
､、､､、

三巻三四匹’
六二二五五

頁二頁頁・
○，○Oユ一

（
躯
）
注
Ｍ
前
掲
書
、
四
二
九
頁
。

（
鴎
）
注
Ｍ
前
掲
書
、
四
一
三
頁
。

（
剖
）
池
内
宏
「
文
禄
慶
長
の
役

（
空
長
谷
川
泰
志
「
甫
庵
「
太
申

文
学
会
、
一
九
九
一
・
二
。

四
五
・
六
頁
。

一
）
０ 一
役
別
編
第
三
（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
六
）
二
五
五
頁
。

「
太
閤
記
」
諸
版
の
成
立
ｌ
正
保
三
年
版
補
入
考
」
「
国
語
と
国
文
学
」

ニ
オ
・
ウ
。

六
八
‐
一
（
東
京
大
学
国
語
国
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誤 弾正は我と一戦を定でたる 
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